
里美岳苑 

「平成２８年安全祈願祭」と「１５周年記念植樹」 

「里山ウォーク」と「バーベキュー」 

 
期日 ： ４/１６（土）はれ 

参加人員 ： 男性１７人 女性１２名 

場所 ： ・東金砂神社 常陸太田市水府 

・「横山千尋」氏邸 常陸太田市天下野町 

行程 

８:４０  「横山」氏邸を出発 

９:００ 「１５周年記念植樹祭」 

１０:００ 「東金砂神社にて安全祈願祭」 

１０:３０ 「里山ウォーク」 

１２:００ 「バーベキュー」 

１４:００  散会 

「平成２８年安全祈願祭」と「１５周年記念植樹」 

わたし達の里美岳苑は毎年楽しく安全な行事をモットーに、地元の東金砂神社で「安全祈願祭」を行

っている。今年は里美岳苑が創立されてちょうど１５周年の節目であり記念植樹祭を併せて行った。 

この日の空模様はちょっと雲が多めながらも好天に恵まれ絶好の日和、会員の横山氏邸に集合した。

８時４０分東金砂神社に向け出発、神社は約 2 ㌔先、参道は行き交う人もなく、春の芽吹きを感じなが

ら歩き始めて間もなく記念植樹祭の会場に着いた、この地は横山氏が所有する土地で、その一角をご好

意により借り受けた。 

記念樹は東海林岳頭から寄贈された※「山毛欅」（ブナ）の樹、太さ約５㌢、高さ１．５㍍ぐらいの若

木、新芽も顔を出しこれからの長い年月を立派に成長する力強さが感じられた。  
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※「山毛欅」 

ブナ（山毛欅、橅、椈） 

中国語で「山毛欅」とは、本種ではなく、中国ブナの一

種をさす。「橅」は近年作られた日本文字で、一般に（日

本）ブナの意味に使われている。 

ネット「ブナ」より抜粋 



植樹祭は神事にのっとり行った、「お浄め」としてお神酒も奉納、また、「蒔き物」は駄菓子をみんな

で蒔きにぎやかなりにも厳かに執り行われた。樹の隣に「里美岳苑設立十五周年記念植樹」「平成二十八

年四月吉日」「山毛欅」と銘をうった記念の木碑が建てられ、これからの里美岳苑の活動や会員の生活を

いつまでも見守ってくれることを祈りながら植樹祭を終えた。 

植樹祭会場の「山毛欅」を後にして、更に参道を登ると鬱蒼とした杉の木立ちの中に入る、道幅も狭

く少し薄暗い、聞こえる音は木々のこすれる音ぐらい、急坂に差し掛かった頃、東金砂神社の真っ赤な

鳥居が見えてきた、ここからは長い石段、年々きつくなっているがようやく神殿にたどり着く、背中に

薄っすらと汗も出てくる。 

神殿の中はひんやりとして身も引き締まる。ザックやピッケルなどお祓い、平成２８年里美岳苑の行

事や海外ツーの安全を願い祈祷を受け、真榊を奉納し無事安全祈願祭を終了した。 

「里山ウォーク」と「バーベキュー」 

神社での祈祷で身も心も引き締まって下山、参道から少しそれて山道に入り、横山邸まで小高い山の

春を楽しんだ。 

この下山コースは横山邸を囲むようにあり、標高２００㍍足らずの無名の山だが、伐採したばかりで

見晴らしは抜群、ちょうど芽吹きの真っただ中、遠くの山肌は杉やヒノキの濃い緑の丘を囲むように、

淡い黄緑色した芽吹いたばかりの木々が覆い、所どころ山桜が見える、そのコントラストは何処でも見

る日本の里山の原風景そのものだ。 

見晴らしもよく北側の奥の方に奥久慈男体山、その手前に竜神大橋が見える、あの有名な橋からのバ

ンジージャンプはさすがに見えない、東側には日立製作所のエレベーター搭、南東方向に県庁など見え

景観抜群、景色を楽しみ春を体感しながら下山すると、横山邸にお昼時に着いた。 

辿り着くと美味しそうな匂いが立ち込める。横山邸の庭先がバーベキューのにわか会場、大きな鍋や

鉄板が用意されて、先に下山した女性陣が、今が旬のタラの芽、コゴミなどの山の幸の天ぷら、焼うど

んなど準備してくれていた。早速みんなで乾杯の後、揚げたての天ぷらや、男性陣が腕を振るった焼き

ウドンなどを食べながらにぎやかに楽しんだ。 
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横山邸はお隣りとは離れていて多少の声はあまり気にしなくていい、庭先は天気にも誘われ大賑わい、

いつまでも話は尽きないが、今年の行事や海外ツアーなどの安全や無事故をみんなで誓いあい名残り惜

しく散会した。 

今年はそんな節目の年であり、１５周年記念海外ツアー「韓国済州島世界自然遺産めぐり」や、文化

行事として、ジャンルにこだわらない会員による特技や趣味などを一堂に集めて、展覧会「１５周年記

念文化祭」（仮称）を特別行事として計画している。 

以下が私たちの今年の里美岳苑年間行事である。 

「平成２８年里美岳苑年間行事」 

日付 行事名 見どころ 

2/18～19 蔵王樹氷観賞ツアー 樹氷モンスターの世界へ 

4/16 安全祈願・里山ウォークとバーベキュー 行事の安全を願って 

5/7 里美冨士山ウォーク 海外ツアーの足慣らし 

5/30～6/2 15周年記念「韓国済州島世界自然遺産めぐり」 １５周年記念海外ツアー 

10/6 安達太良山トレッキング この山の紅葉もまた見事 

10/上旬 １５周年記念文化祭（仮称） １５周年記念行事 

11/12 秋の里山ウォーク 地元茨城の秋再発見 

12/3 総会 １年の総括と来年の行事 

 

記録 里美岳苑総務 永作嘉男 
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